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技術としては、中生ウンシュウミカンに対して、1 mg/Lの ジベレリンA3（GA3）と50 mg/Lの プロヒドロ



























               審   査   の   要   旨 
 
ウンシュウミカンでは、気候変動のうち特に温暖化の影響として、発芽・開花期の前進、花芽分化の
遅延のほかに、果実に与える影響として、生理落果の増加、大玉化、低酸化、果実着色の遅延・不良、
日焼け果の増加、浮皮の増加、貯蔵性の低下等が発生し、目下、最も重要な生産上の障害となっている。
著者は、温暖化の悪影響について、高温による生理落果の発生メカニズムを究明し、またいくつかの問
題については、植物成長調整剤を活用した対策技術を開発した。このうち、ジベレリンとプロヒドロジ
ャスモンの混合液散布による浮皮軽減技術は貯蔵用ウンシュウミカンだけでなく、散布時期と濃度を工
夫することにより、中生ウンシュウミカン等にも利用できることを明らかにした。生産現場ではその有
用性が高く評価され、技術の普及が行われている。また、加温施設栽培の芽止め剤を、従前のエチクロ
ゼート剤からNAA剤に変更することで、温暖化で減少傾向の有葉花数を向上させる技術も、すでに生産現
場で活用されている。引きもぎ収穫技術については、まだ実用レベルではないものの、温暖化対策のみ
ならず、生産者の労力的負担を抑える技術としても有望であり、今後の研究の進捗が期待される。また、
これらは、果樹園芸学、植物生理学、農業気象学、生物物理学を効果的に融合した学際的成果であり、
学術的にも高く評価できる。 
令和2年1月10日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとにこの論文の審査及び学力
の確認を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
